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1．問題
1－1．園内研修の重要性
　園内研修の重要性については、保育所保育指
針の第 7章「職員の資質向上」の中でも、特に
園長の責務として「職員及び保育所の課題を踏
まえた保育所内外の研修を体系的、計画的に実
施するとともに、職員の自己研鑽に対する援助
や助言に努めること」（1）と明記されている。つ
まり、保育現場において保育者の研修は資質向
上という点から非常に重要であると言える。こ
のような園内研修を取り扱った先行研究は多く
見られる。例えば、原（2014）（2）による研究では、
新任保育士が園内研修の中での保育カンファレ
ンスで、事例提供者となることにより少しずつ
自分の保育に自信を持ち、乗り越えられたこと
が描かれている。また、今村・浅野ら（2013）（3）
はエピソード記述を用いた園内研究会のシステ
ム構築のために研究を行っている。その中で園
内研修会の意義として、①記述者である保育者
の願いと保育援助の実際を園内の全教諭で共有
することができる、②子ども理解を深めること
ができる、③全教員が、具体的な援助技術を学
ぶことができると3点挙げている。このように、
園内研修を通して保育者の質の向上、ひいては
園の保育の質を高めることを目指し多くの保育
現場で取り組まれている。
1－2．園長の役割
　前述したように、園長の責務として園内研修
については明記されている。加えて保育現場に
おける園長の役割としてまとめられている先行
研究として、例えば太田（2015）（4）は、人材育
成という視点から園長の役割について論じてい
る。その中で、人材育成に必要な職場環境とし
て、「上司や職場集団が保育について互いに意
見交流ができる自由な雰囲気がある職場」を挙
げている。その上で園長「自身の人生観や価値
観を、職員とともに語り合えるような機会を持
ちながら、其々の立場からくる距離を縮めてい
く努力をしていくこと」が必要であると述べて
いる。また、上田（2015）（5）は園長が保育の質
の向上のために重要視しているリーダーシップ
役割について、公立の幼稚園・保育所に対する
アンケート調査を実施し、詳細に分析している。
その結果から、園長が実際に保育の質の向上に
おいて心がけていることとして、「自己研鑚の
保証」をすること、加えて職員間の協働的連携
を促す「協働的保育」、日々の保育の中で「活
発な意思疎通」を行うことが多く挙げられてい
た。つまり、園長は役職、経験年数等にとらわ
れない職員間でのコミュニケーションを非常に
意識しているといえる。また、それを園長とし
ての役割として意識している様子が見られる。
しかし、これらの研究では園長本人に対するア
ンケート調査が主であり、実際のところどのよ
うに意思疎通を図っているのか、また職員間の
コミュニケーションを促しているのかについて
は明らかとされていない。
1－3．園内研修での園長の役割
　前述のように、園長の役割についての研究は
多々見られる。しかし、具体的に園内研修の中
での園長の役割についての研究は、筆者が調べ
た限りでは上田（2014）（6）が行った園内研修に
おける園長のリーダーシップについて、園長と
保育者双方にインタヴュー調査をしたものしか
ない。その中で「研修効果を高める上では園長
の多面的なリーダーシップが要求されるが，年
齢や経験年数の異なる保育士を含めて頻繁な話
し合いの場を設けることによって，保育士の協
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働的な人間関係を促すことが重要である」と示
されている。しかし、この研究においても実際
の園内研修の中で園長がどのような役割をも
ち、他の保育者と研修を行っているかについて
は明らかとなっていない。
2．目的
　本研究では、研究Ⅰとして実際に幼稚園で行
われた園内研修に同席し、その中で園長がどの
ように周囲の保育者と関わっているかを見るこ
とによって、園内研修における園長の役割を明
らかにすることを目的とした。さらに研究Ⅱと
して実際の園内研修の場面を映像分析すること
によっても園長と周囲の関係性を明らかにし、
総合的に考察することを目的とした。
3． 研究Ⅰ：園内研修における言語データの分
析
3－1．方法
（1）研究協力者
　本研究では、実際に岩手県にある私立A幼
稚園で行われた園内研修に同席し、その様子を
ボイスレコーダーを用いて記録した。それを言
語データとして書き出したものを分析した。協
力園では、園内研修を各担任保育者が書いた保
育記録について、その内容を繰り返し全体で読
み進めながら、それぞれの保育者が幼児と関わ
る際、どのように考え、何を感じ、どのように
保育したのかについて自己開示をしていく形で
進められていた。その中の 1回に同席した。た
だし、始まりから 20 分を過ぎたところで筆者
は席を外し、その後は園長 1名・教頭 1名・保
育者 5名の計 7名で行われた様子を記録した。
なお、7名の詳細についてはTable 1 に示すと
おりである。
（2）分析方法
　研究Ⅰでは、実際の園内研修の様子を記録し、
その中から園長の役割について考察することを
目的としたため、戈木（2006）（7）が「データか
ら概念を抽出し、概念同士の関係づけによって、
研究領域に密着した理論を生成する研究方法」
であるとしているストラウス・コービン版のグ
ラウンデッド・セオリーアプローチ（GTA）
を用いることとした。手順としては、ボイスレ
コーダーで記録したものを書き起こすことで得
た言語データを、文脈ごとに切片化し、その切
片化したデータからプロパティ、ディメンショ
ンを抽出し、それらの切片に示された単語を
使って簡潔なラベルを付けた。すべてのラベル
を付け終えた後に、それらを基に概念の抽象度
を高くし、似た概念をまとめたり、比較したり
することでカテゴリーを作成し、カテゴリー同
士を関連付けて、関連図を作成した。
3－2．結果・考察
　分析を進めていく中で『園長の存在』、『園長
の存在を支えるもの』、『園内研修を進める手
法』、『園内研修を支えるもの』の 4つのカテゴ
リーと、26 のサブカテゴリーを見出すことが
出来た。これらの関係性を図に表したものが
Figure 1 となる。
　次にそれぞれのカテゴリーについて概観を説
明しながら考察をしていく。
（1）園長の存在
　園内研修の中で、園長は中心的な部分に位置
し、〈教授的存在〉、〈ムードメーカー的存在〉、
〈司会的存在〉、〈テンポ形成的存在〉、〈深化的
存在〉、〈収束的存在〉、そして〈協働的存在〉
の 7つの在り方を見せていた。これらは園内研
修を進めていく中で場面に合わせ使い分けられ
ている様子が見られた。特に、今回の分析対象
となった園内研修では園全体として学会に参加
するための準備としての位置づけも兼ねていた
ため〈協働的存在〉を園長として示しつつも、
Table 1　研究協力者の勤務年数と職位の一覧
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〈収束的存在〉として話題をまとめていく様子
が見られた。これはまさに〈司会的存在〉とし
ての在り方でもある。また、〈ムードメーカー
的存在〉や〈テンポ形成的存在〉により、全体
の保育者を上手く話題に引き込みながら、〈深
化的存在〉により話題を深めていく姿も見られ
た。それと同時に〈教授的存在〉として、上司
という立場から指示的に動く場面も見られた。
（2）園長の存在を支えるもの
　上記のような存在を支えるものとして、園長
は〈対等的姿勢〉を示し、さらにそれぞれの保
育者に対し〈信任的姿勢〉を見せていた。また、
それぞれの保育者の意見を〈素直な姿勢〉で受
け止め、〈総括的姿勢〉によってまとめている
様子が見られた。加えて研修の間にも子どもた
ちの様子に一早く反応し〈一保育者としての姿
勢〉も他の保育者に示されていた。
　それらの姿勢が日常的に示されているため
か、〈園共通の保育観〉がしっかりと形成され、
暗黙のうちに共通理解されている様子もうかが
えた。
（3）園内研修を進める手法
　園内研修を進めるにあたり、園長は多くの手
法を用いていた。まずは、周囲の意見を〈代弁
的まとめ〉によりまとめつつ、〈追及深化型質問〉
を用いて考えを深める様子も見られた。時には
〈素直な意思表示〉をしたり、〈第三者的存在の
提示〉をしたりすることにより、〈空気感の転換〉
を図っていた。そして、全体を通して〈協働的
意識付け〉を行うことにより全保育者が一つの
方向性をもって園内研修、同時に共同研究を進
めることが出来るように進行していた。中には
園長としての〈教授的指示〉を用いる場面も見
られるが、それに対しては他の保育者が素直に
Figure 1　園内研修における園長の役割を示すGTA概念図
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受け入れている様子がうかがえた。
（4）園内研修を支えるもの
　分析を通して、園内研修を支えるものとして
〈全職員との対等的関係性〉と〈教頭との阿吽
の呼吸的関係性〉が見られた。園長の姿として、
一貫した対等的な姿を見せている様子がうかが
え、決して上に立ち続けるような姿は見られな
かった。他の保育者もその姿に引き込まれ、素
直に思ったことを全保育者の前で伝えることが
出来ているように思われた。また、教頭とのや
り取り、教頭が行う合いの手的な働きかけを見
ていると、園長の意向をより受け止めた形でや
り取りをしている姿が伺えた。
3－3．研究Ⅰにおける総合考察
　実際の園内研修で行われた内容を分析するこ
とによって上記のような園長の存在、そしてそ
れを取り巻く周囲の様子を読み取ることが出来
た。そこから本研究における園長の役割として
見えたものを次に示す。
①前提として全職員との対等的関係性を形成す
ることが園内研修を支える要因の一つとして
影響している。
②園長自らが園内研修の中心に位置付き、他の
教員を巻き込んでいくことにより深化的に進
めることが出来ている。
③さらに、園内研修の中で園長自らが様々な存
在を使い分けることによって園内研修をより
深化的に展開させることが可能になっている。
4．研究Ⅱ：園内研修における映像データ分析
4－1．方法
（1）分析方法
　本研究において映像データを分析するために
相互行為分析を用いることとした。相互行為分
析は松本・服部（1999）（8）が砂場における幼児
の造形行為を研究する中で、幼児と他者との相
互行為過程の推移を観察記述するために用いて
いるように「できごとの相互的形成過程に現れ
る発話や行為の連鎖と関係性の文脈（相互行為
文脈）から分析」するために有効な手段である。
つまり本研究における園内研修における映像
データについても発話のみならず、その中で見
られる行為や園長と周囲の保育者との相互的形
成過程において総合的に着目することによっ
て、さらに深く考察することが可能になると考
えた。
（2）分析対象
　対象とした映像データは、研究Ⅰと同様の園
内研修の場面をビデオカメラを用いて記録した
ものである。研究Ⅰにおいて、園内研修を支え
るものとして見出された〈教頭との阿吽の呼吸
的関係性〉と〈全職員との対等的関係性〉につ
いて特に着目し、映像データの中からその場面
について抽出し、その場面を園長と他の保育者
との相互行為過程についてトランスクリプト表
として書き出した。その際特に、園長と教頭と
の言語的やり取り、その他の保育者の言語的や
り取りに加え、視線の向き、顔の向き、表情に
着目して書き出した。なお、書き出しの際に用
いたトランスクリプト凡例については海老田
Table 2　トランスクリプト凡例一覧
記号の意味
DとT→園長（Director）の D保育者（Nursery School Teacher）の T
（秒数）→括弧内の秒数は発話のない時間を示している
（．）→括弧内がコロンのときは、わずかな沈黙を示している
［］→同時に発声されたことを意味している
？→上昇のイントネーションを示す
（（ゴシック体））→二重括弧内にはそこでなされた動作が示されている
20157231 →ファイル名を示している
0:01:08－0:01:24 →ビデオクリップのタイムコードを示している
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（2011）（9）を参考にTeble 2 として示した通りで
ある。
4－2．結果・考察
（1） 園長と教頭のやり取りと周囲の保育者との
様子
【考察】
　これは園長が、研究Ⅰでいう「追及深化型質
問」を用いて全体に問いかけている場面である。
まず研究の核心に触れるような園長の問いかけ
に対し、少しの沈黙の後、教頭（T1）が最初
に応えている。その後、園長と教頭のやり取り
が展開され、その様子を他の保育者が見ている
という状況になっている。その際、園長はあく
までも教頭とのやり取りを中心に展開し、教頭
も園長とのやり取りを行っている。しかし、そ
のやり取りを周囲で見ている保育者にとっては
園長と教頭のそれぞれの様子を見て取り、それ
ぞれの意図を感じ取ることが可能になってい
る。つまり、園長と教頭のやり取りが展開され
ることが全体の認識を深めていくことに影響し
ていると考えられる。
　さらに後半では園長が教頭の様子を読み取
り、自身の質問を言い換えながら説明している。
これは教頭の様子から自身の質問の意図をさら
に説明する必要性を感じ取ったと推察される。
つまり園長は、教頭の存在を受け自身の言動を
修正していると考えられる。このように園長は
教頭の存在によっても影響を受けていると言え
る。そしてその周囲にいる保育者にもこれらの
状況が影響を与えていることが考えられる。
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（2） 園長と周囲の保育者との対等的関係性の様
子
【考察】
　ここは園長と周囲の保育者とで保育の一つの
在り方について話をしている場面である。ここ
で着目すべき点としては、お互い笑い合いなが
ら教頭（T1）から「同じこと言ってる」とい
う一言が出たことである。この発言はまさに園
長と教頭・周囲の教員との保育観が一致してい
ることの現れであると言える。そして共に笑い
合うという様子から自然体で関わり合えている
ことが伺える。
　保育観の共有が出来ていること、そして自然
体で関わり合えている様子から園長が一方的に
対等的な関わりを持とうとしているのではな
く、相互的な関わりとして対等的関係性が成立
している様子が見える。
5．研究ⅠとⅡを踏まえた総合考察
　研究Ⅰでは園長が園内研修の中心に位置し、
周囲の保育者を巻き込みながら深化させていく
様子が明らかとなった。その際様々な手法を意
図的・無意図的に用いることで園内研修を進め
ていること、そんな園長の在り方を支えている
共通の保育観の在り方や様々な園長の姿、そし
てそのような園内研修自体を支えているものと
しての教頭との関係性と周囲の保育者との関係
性の様相を示すことが出来た。加えて研究Ⅱで
は、園長と教頭との関係性と周囲の保育者との
関係性を相互行為として分析することによって
さらに深く考察することが出来た。
　これらの結果から、園長の姿として以下の 2
点を導くことが出来た。
（1） 園内研修を中心から深化させていく園長の
姿
　研究Ⅰの様子から、園長自身が様々な在り方
を意図的・無意図的に使い分けることによって
園内研修を主体的に深化させていく様子が明ら
かとなった。周囲の保育者を話題に取り入れる
ことによって話題を広げていく様子、自らがテ
ンポを作り出し周囲の保育者を巻き込んでいく
様子、そして追及深化型質問を用いることで園
内研修自体を深化させていく様子が見られた。
これらはいずれも園長自らが園内研修の中心に
位置付き、先頭に立って周囲の保育者を引っ
張っていくような存在に見て取ることが出来る。
（2） 教頭の様子をうかがいながら慎重に進める
園長の姿
　上記のような姿がある一方、研究Ⅱで見られ
たような教頭の反応をうかがいながら全体の雰
囲気を読みつつ慎重に園内研修を進めている姿
も見られた。研究Ⅰの様子からは園長自身が園
内研修の中心に位置付き主体的に進行している
姿が見られていたが、研究Ⅱで見えてきた慎重
な姿も持っていることから必ずしも先頭に立ち
率先して引っ張っていくだけではない園長の在
り方が見えてきた。つまり園内研修での園長の
姿として、園長が中心に立ちリードしていく部
分が多くの先行研究でも取り上げられていた
が、そんな姿だけではなく受動的な姿としてそ
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の場の雰囲気を感じ取り慎重に園内研修を進め
ている姿も見出すことが出来た。
　加えてその際重要となるのが教頭という存在
である。研究Ⅱでも分析の過程で示されたが、
園長が教頭の様子をうかがっている様子が多々
見られていた。これは園長が園内研修に対し能
動的に関わる姿の背景にある受動的な姿を支え
る存在として、教頭という存在が位置づいてい
る様子が示唆された。
6．今後の展望
　本研究では園内研修という場面で園長がどの
ように周囲の保育者と関係性をつくっているの
かについて着目したが、結果によると園長が能
動的かつ受動的に存在していることが明らかと
なった。今後はさらに園長を取り巻く周囲の保
育者の役割、特に教頭という立場の存在に着目
し研究を進める必要性が示唆された。その部分
も含め、さらにそれらの関係性を詳細に分析す
ることによって新たな視座が得られる可能性を
感じた。
7．倫理的配慮について
　本研究では研究Ⅰについては音声データ、研
究Ⅱについては映像データを記録したものを用
いた。データの記録については対象者に事前に
調査概要を口頭で説明し、IC レコーダーとビ
デオカメラによって音声記録・映像記録をする
こと、なお音声データは文字データに変換して
使用し、映像データは研究以外の目的に使用せ
ず、決して公表されることがないことを説明し、
許可を得た上で調査を開始した。
　なお、分析結果の記述内容は対象者にあらか
じめ了承を得ることにより、対象者の個人情報
の保護および意思を尊重することに努めた。
※ 本研究は日本乳幼児教育学会第 25 回大会で
口頭発表している内容が一部含まれている。
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